
このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、サイドスカートの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なって下さい。

1

取り付け完了後の点検・注意事項

■サイドスカートが、車両ロッカーパネルに確実に共締めされているか点検して下さい。

■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検して下さい。

■取り付け完了後、サイドスカート及び車両部品に傷がついていないか点検して下さい。

■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意して下さい。

　(両面テープの剥がれ、車両とサイドスカートとの間に隙間が発生するおそれがあります。）

アドバイス…この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
            おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

重要

■取り付け前に車両に傷がついていないか点検して下さい。

■エンジンがかかっている状態では絶対に作業を行なわないで下さい。

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際間違

　えない様配慮して下さい。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意して作業を

　行なって下さい。

■本書で指示した部品以外は、取り外さない様注意して下さい。

■商品を取り付ける部分の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取って下さい。

■車両へ商品を取り付ける際は、前後１名づつ２名で作業を行なって下さい。

■エンドモール(両面テープ付き)・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂して下さい。

　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。

■両面テープの接着力促進剤として、必ず両面テープ用プライマーを塗って下さい。

　(PACﾌﾟﾗｲﾏｰK500を本品に添付）

　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で１０分間以上放置し乾燥させて下さい。

■両面テープは、外気温が１５℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被接

　着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なって下さい。

■両面テ－プのプライマ－は、溶剤が揮発するため速やかに作業を終了して下さい。

■両面テープのプライマーは、塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキングし、はみだ

　したプライマーは、シリコンオフ等で完全に拭き取って下さい。

■ボディーコートが塗布されている車両はボディーコートを剥離して下さい。

ボディーコートが塗布されている車両は脱脂作業を行なっても、プライマーの接着力

促進効果を充分に発揮できない場合があります。ボディーコート除去後は、シリコン

オフ等で脱脂をきちんと行なって下さい。

■両面テ－プの圧着を充分に行なって下さい。４９Ｎ(５ｋｇｆ)

■フェンダーアーチ部等のビス本締めは両面テ－プ貼り付け後３時間以上放置後行なって下さい。

サイドスカート　　　取付要領書

設定型式:ZYX1# / NGX#0　設定グレード:全車

Ｃ‐ＨＲ　　モデリスタ　バージョン
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① サイドスカート（R/L）

②

No. 品　　　名 個数

１

①

構成部品

取付概要

取付要領書

②
タッピングスクリュー(M4×12) １０③

１リテーナ（R/L）

④ タッピングスクリュー(M5×12)

⑤

１０

リテーナ位置確認ゲージ

PACプライマーＫ５００

１

⑥

６Ｕナット(M5)

⑦

１

⑧

取付要領書 １

⑨

４バンポンワッシャー(t3.2)

⑩

１

位置出しシール（R/L）

③ ⑦ ⑧⑤ ⑥ ⑨ ⑩④

サイドスカート　　(品番：D2611-53610-XX)C-HR　ﾓﾃﾞﾘｽﾀ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

取 付 手 順
(1)部品の取り外しと仮組

ＬＨ図示

UP

FR LH

UP

FR LH

1.車両前後フェンダーアーチ部の車両ビス
　を取り外す。　

2.取り外した車両ビス周辺を脱脂し、穴位
　置に合わせて⑥バンポンワッシャーを貼
　り付ける。

取り外した車両ビスは再使用しますので、
紛失しない様ご注意下さい。

アドバイス

①サイドスカート

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

車両ビス

車両ビス

⑥バンポンワッシャー(t3.2)

⑥バンポンワッシャー(t3.2)



UP

FR LH②リテーナ

Ｂ

Ａ Ｄ
Ｄ Ｄ

3

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

車両ロッカーパネル前側下隅のＲエンド
に合わせて、⑦位置出しシールを貼り、
②リテーナの前側端面を合わせ、車両ロ
ッカーパネルの形状（左図矢印部）に沿
わせて、②リテーナを隙間の無い様に押
し当て、ガムテープ等で仮固定する。

Ｃ
Ｃ

5.②リテーナを   から　  の順で、前後と
　高さ位置を合わせて、ガムテープ等で仮
　固定する。

Ａ Ｄ

Ａ　リテーナ前側位置出し

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置 、  、　、　位置出し手順ＢＡ Ｃ Ｄ

両面テープ貼り付け部を、脱脂及びプラ
イマーがはみ出さない様に、マスキング
テープで保護をする。　

< リテーナ取付イメージ >

4m
m

車両ビス

3.①サイドスカート前後のフェンダーアー
　チ部を、取り外した車両ビスで脱落しな
　い程度に締めて、前側の隙間を4mmにす
　る。

※①サイドスカートと車両
　ロッカーパネルの隙間を
　4mmにする

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

4.前後のフェンダーアーチ部を、車両ロッ
　カーパネルのキャラクターラインに合わ
　せて、エンドモール先端を巻き込まない
　様にガムテープ等で仮固定し、①サイド
　スカートのモール先端に沿って、脱脂及
　びプライマーがはみ出さない様に左図の
　範囲をマスキングし、①サイドスカート
　を一旦取り外す。

UP

FR LH

　　

①サイドスカート

車両ビス

車両ビス

ガムテープ

ガムテープ

エンドモール先端を
巻き込まない様に

車両ロッカーパネルのキャラ
クターラインに合わせる

エンドモール先端を
巻き込まない様に

車両ロッカーパネルのキャラ
クターラインに合わせる

UP

FR

UP

FR

マスキングテープ

①サイドスカート

マスキングテープ

マスキング範囲

マスキング範囲

②リテーナ

［ＬＨ］
Ｒエンド
合わせ

Ｒエンド
合わせ

リテーナ
合わせ位置

⑦位置出しシール（ＬＨ）

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

②リテーナを車両ロッカー
パネルに隙間の無い様合わ
せる

②リテーナ

リテーナ前側端面

ガムテープ
車両ロッカー
　　パネル

②リテーナ

車両ロッカーパネル

Ａ

UP

FR

ガムテープ

<矢視図 >

②リテーナ前側端面
を⑦位置出しシール
に合わせる

Ｒエンドに
合わせる

車両ロッカー
　　パネル

矢視

隙間の無い様
合わせる

［ＬＨ］

Ｒエンド合わせ

Ｒエンド合わせ

リテーナ合わせ位置

UP

FR LH

車両ロッカーパネル

※脱落しない程度
　に締める
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6.②リテーナ取付の両面テープ貼り付け部
　を、脱脂及びプライマーがはみ出さない
　様にマスキングテープで保護をする。
　（左図参照）

UP

LH

UP

FR LH

②リテーナ

②リテーナの柱形状の上部で⑧リテーナ
位置確認ゲージ(以下確認ゲージと省略）
を車両ロッカーパネルに当て、②リテー
ナ上面と⑧確認ゲージに隙間の無い事を
確認し、ガムテープ等で仮固定する。
（３ヵ所）
※隙間がある場合は　 からの手順を、や
　り直して下さい。

車両ロッカー
パネルに形状
を合わせる

Ｄ

※⑧確認ゲージは車両ドアを開けて使用
　して下さい。

Ｄ　リテーナ上面位置確認　３ヵ所
車両ロッカー
　　パネル 車両ロッカー

　　パネル

⑧リテーナ位置
　確認ゲージ

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

②リテーナ
柱形状部

⑧リテーナ位置
　確認ゲージ

ガムテープ

UP

FR LH

マスキングテープ

②リテーナ

車両ロッカーパネル

<下面視 >

マスキングテープ

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

< 断面図 >

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

車両ロッカーパネル
マスキングテープ

マスキングテープ

②リテーナ

⑧確認ゲージ

Ｃ

車両ロッカーパネルの垂直面から②リテ
ーナの端面の寸法を31ｍｍに合わせて、
ガムテープ等で仮固定する。（左図参照）

Ｃ　リテーナ下面位置出し

寸法測定断面図

②リテーナ

車両ロッカー
　　パネル

<下面視 >

垂直面

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

※両面テープ部分
　で寸法測定

※Ｌ(Ｒ)表示側が車両の前側

31mm

UP

LH

②リテーナ

※車両ロッカーパネルの垂直面
　から②リテーナ端面迄の寸法
　が31mmになる様に合わせる。

車両ロッカーパネル

隙間の無い様
合わせる

寸法測定断面

寸法測定断面

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

ガムテープ

ガムテープ

UP

FR
LH

②リテーナ

車両ロッカーパネルの形状（左図矢印部）
に沿わせて、②リテーナを隙間の無い様
に押し当て、ガムテープ等で仮固定する。

Ｂ　リテーナー後側位置出し

②リテーナを車両ロッカー
パネルに隙間の無い様合わ
せる

②リテーナ

両面テープ

車両ロッカーパネル

Ｂ

ガムテープ <矢視図 >

矢視

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

UP

FR

LH

UP

FR

LH

車両ロッカーパネル

Ａ



②リテーナ

1.先に行なった（3、4ページの5）仮組の手順
　で②リテーナを   から　  の順で、前後
　と高さ位置を合わせて、ガムテープ等で
　仮固定する。

1.②リテーナの両面テープ離型紙を、一部
　剥がし、表面に折り返してマスキングテ
　ープで貼付ける。ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

(3)取付準備　②リテーナ FR

UP

FR LH②リテーナ

Ｂ

Ａ Ｄ
Ｄ

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

Ｃ
Ｃ

(4)取り付け　②リテーナ

Ｄ

Ａ Ｄ

5

< リテーナ取付イメージ >

UP

FR

LH

・⑨PACﾌﾟﾗｲﾏｰK500は特に白色塗装面を黄変
　させますので、マスキングするか、はみ
　出したプライマーは、シリコンオフ等で
　拭き取って下さい。
・⑨PACﾌﾟﾗｲﾏｰK500塗布後は、常温で10分間
　以上放置し乾燥させて下さい。
・ボディーコート処理されている車両は、
　マスキングをして両面テープ貼り付け部
　分のボディーコート処理を除去して下さい。

アドバイス

<裏面視 >

1.②リテーナを一旦取り外し車両ロッカー
  パネル両面テープ貼り付け部（左図斜線
　部）と、①サイドスカートの裏面ケガキ
　範囲（左図参照）を脱脂し、⑨PACプライ
　マーK500を塗布する。

※車両取付部、サイドスカート共に難接着
　材料(ＰＰ製)の為、確実に脱脂し⑨PAC
　プライマーK500を塗布しないと、サイド
　スカートの脱落、モールの浮きの原因と
　なります。

※⑨PACプライマーK500は、ＲＨ側の取り
　付け時に再使用します。揮発性が高い
　ので、速やかに袋に戻し封をし、揮発
　を抑えて下さい。

脱脂及び
⑨PACプライマーK500
の塗布範囲

①サイドスカート

2.マスキングテープを全て剥がす。

1
5
m
m

15
m
m

ケガキ <断面図 >

UP

LH

1
5
m
m

ケガキ <断面図 >

UP

LH

(2)脱脂とプライマーの塗布

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

UP

FR LH

車両ロッカーパネル

脱脂及び
⑨PACプライマーK500
の塗布範囲（斜線部）

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

< 下面視 >

車両ロッカーパネル

脱脂及び⑨PACプライマーK500の塗布範囲
（斜線部　約30mm幅）

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

35
m
m

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

約
30

m
m

約30mm

70
m
m

約30mm

15
m
m
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ガムテープ
ガムテープ

ガムテープ

2.取付位置が変わらない様に両面テープの
  離型紙を➊、➋の順に矢印の方向に引き
　抜き、圧着する。（左図参照）

4.取付位置が変わらない様に両面テープの
  離型紙を➐→➒の順に矢印の方向に引き
　抜き、圧着する。（左図参照）

3.下面の両面テープの離型紙を➌→➏の順
　に矢印の方向に引き抜き、圧着する。
　➍、➎は車両ロッカーパネルとの寸法を
　確認してから矢印の方向に引き抜き圧着
　する。（左図参照）

・両面テープの貼り直しをすると、接着力
　が極端に低下します。設定位置に確実に
　取り付けてください。
・離型紙が途中で切れない様に、②リテー
　ナを少し浮かしながら離型紙を引き抜い
　て下さい。
・両面テープの圧着は、49Ｎ(5kgf)程度の
　力で行なって下さい。

アドバイス

※正しい位置に、取り付いていない場合
　サイドスカートと車両に隙間が出来たり
　剥がれの原因になるおそれがあります。

重要：離型紙➐は、②リテーナの柱形状
　　　の上部（３ヵ所）で⑧確認ゲージを
      車両ロッカーパネルに当て、②リ
      テーナの位置を確認しながら引き
      抜き圧着して下さい。

➏
<下面視 >

②リテーナ

車両ロッカーパネル

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

➌
➍

➎

圧着
圧着

圧着

圧着

UP

FR LH

離型紙➐は位置を確認しながら引き抜き圧着

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

②リテーナの位置を確認
しながら圧着する

②リテーナ

車両ロッカー
パネルに形状
を合わせる

車両ロッカー
　　パネル

⑧確認ゲージ

UP

LH

< 断面図 >

➑

［ＬＨ］
Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

圧着
圧着

圧着

※⑧確認ゲージを使用し位置を
　確認しながら引き抜く

圧着
圧着

②リテーナ

➐
➒

離型紙➍、➎は寸法を確認して引き抜き圧着

UP

LH

②リテーナ

※車両ロッカーパネルの垂直面から②リテーナ端面
　迄の寸法が31mmになる位置で圧着する

車両ロッカーパネル
<断面図 >

垂直面

31mm

※離型紙を引き抜く順序ＬＨ図示

UP

FR LH

［ＬＨ］
Ｒエンド

合わせ Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

圧着 ②リテーナ

➋

圧着

⑧確認ゲージ

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

リテーナ位置
確認ゲージ

リテーナ上面

UP

FR LH

※ＲＨも同様に

UP

FR

LH

寸法確認

ガムテープ

➊

➊
離型紙

圧
着
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1.②リテーナの両面テープ離型紙を、一部
　剥がし、②リテーナ下面に折り返して、
　マスキングテープで貼付ける。

2.①サイドスカートの両面テープ離型紙を
　一部剥がし、表面に折り返してマスキン
　グテープで貼付ける。

UP

FR LH

< 裏面視 >

<Ｇ矢視 >
※離型紙引き抜きは
　下側から

UP

FRLH

①サイドスカート

②リテーナ

(6)取り付け　①サイドスカート

(5)取付準備　①サイドスカート

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

Ｇ

UP

FR LH

　　

①サイドスカート

車両ビス

車両ビス

1.①サイドスカートを②リテーナに乗せる
　様にかぶせ前後のフェンダーアーチ部を
　取り外した車両ビスで、脱落しない程度
　に締めて、前側の隙間を4mmにする。

ガムテープ

ガムテープ

2.   、  部を車両ロッカーパネルのキャラ
　クターラインに合わせて、エンドモール
　先端を巻き込まない様にガムテープ等で
　仮固定する。
　次に　 部を、エンドモール先端を巻き込
　まない様にガムテープ等で仮固定する。

ＦＥ

Ｇ

エンドモール先端を
巻き込まない様に

車両ロッカーパネルの
キャラクターラインに
合わせる

②リテーナ

エンドモール先端を
巻き込まない様に

エンドモール先端を
巻き込まない様に

車両ロッカーパネルの
キャラクターラインに
合わせる

UP

LH
UP

FR

UP

FR

Ｇ

Ｆ
Ｅ

5.②リテーナ下面の左図に示す穴位置で下
　穴を開け、③タッピングスクリューで固
　定する。 （５ヵ所）

6.⑦位置出しシールを剥がす。 

下穴を開ける際はケガキ針ないしは、画鋲
を用いて行なって下さい。

アドバイス

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

⑦位置出しシール
　剥がす

<断面図 >

［ＬＨ］

Ｒエンド

合わせ
Ｒエンド

合わせ

リテーナ

合わせ位置

< 下面視 >

②リテーナ

車両ロッカーパネル

③タッピングスクリュー
　（M4×12）
※片側５ヵ所UP

FR

LH

4m
m

車両ビス

※①サイドスカートと車両
　ロッカーパネルの隙間を
　4mmにする

※脱落しない程度
　に締める
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< 裏面図 >

①サイドスカート

②リテーナ柱形状部分は
①サイドスカートとの間
に隙間作り離型紙を引き
抜く

➊

➌

➌離型紙

➋

圧着

圧着

・両面テープの貼り直しをすると、接着力
　が極端に低下します。設定位置に確実に
　取り付けてください。
・離型紙が途中で切れない様に、①サイド
　スカートを少し浮かしながら、離型紙を
　引き抜いて下さい。
・両面テープの圧着は、49Ｎ(5kgf)程度の
　力で行なって下さい。

アドバイス

※離型紙を引き抜く順序

②リテーナ

➌離型紙

3.取付位置が変わらない様に両面テープの
  離型紙を➊→➌の順に矢印の方向に引き
　抜き、圧着する。
　（左図参照）

重要：離型紙➌は、下から引き抜きます。
　　　②リテーナの柱形状部分は①サイド
　　　スカートとの間に隙間を作り隙間を
　　　通して矢印の方向に引き抜きます。
　　　②リテーナ裏面に手を入れ、必ず表
　　　と裏を両手で挟み圧着して下さい。
　　　（手が入らない箇所は表から確実に
　　　　圧着して下さい。）
　　

　　※確実に圧着されているか、左図の様
　　　に①サイドスカートを車両ロッカー
　　　パネルから離れる方向に、引っ張り
　　　車両ロッカーパネルとモール先端に
　　　隙間が無い事を確認して下さい。
　　　隙間がある場合、②リテーナ裏面に
　　　手を入れ、①サイドスカート表面と
　　　両手で挟み隙間が無くなる様に再度
　　　圧着して下さい。

圧着

離型紙➌を下から引き抜き表と裏から圧着

確実に圧着されているか隙間が無い事を確認

UP

LH

※①サイドスカート表面と②リテーナ
　裏面から圧着する

車両ロッカーパネル

車両ロッカーパネル

車両ロッカーパネル

UP

FRLH

圧着

②リテーナ
①サイドスカート

下
へ
引
き
抜
く

①サイドスカート

UP

FR LH

ＬＨ図示

※ＲＨも同様に

隙間が無い
事を確認

引っ張って
確認

引っ張って
確認

<断面図 >

UP

LH

4.②リテーナの柱形状下部の長穴の中心に
　⑤Ｕナットを入れる。（３ヵ所）

UP

FR LH

②リテーナ
UP

FRLH

②リテーナー

⑤Ｕナット（M5）
※奥まで差し込む
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①サイドスカートの上面モール先端部に、隙間がある場合、取り
付けた④タッピングスクリューを緩め、①サイドスカートを車両
外側にスライドさせて、上面モール先端部に隙間が無い様に、④
タッピングスクリューを調整して締めて下さい。

注意

※車両外側にスライドさせて上面モール
　先端部に隙間が無い様に調整する

車両
ロッカー
パネル

6.①サイドスカートのエンドモールと車両
　ロッカーパネルに隙間が無い事を確認し
　①サイドスカート下面穴３ヵ所を、先に
  取り付けた(8ページの4)⑤Ｕナットに、
  ④タッピングスクリューで固定する。

7.ＲＨ側も同様の手順にて取り付ける。

8.取り付けた左右の①サイドスカートの両
　面テープ貼り付け位置を再圧着する。

9.両面テープ貼り付け後、３時間以上放置
　してから上記仮締めを全て本締めする。

①サイドスカート

隙間が無い様に
取り付ける

④タッピングスクリュー
　（M5×12）

UP

FR LH

②リテーナ

①サイドスカート

④タッピングスクリュー
　（M5×12）

UP

FR
LH

④タッピング
　スクリュー
  （M5×12）

⑤Ｕナット
  （M5）

！

重要：隙間がある場合、左図　　注意の
　　　手順で調整して下さい。

！

< 断面図 >

UP

LH

下穴を開ける際はケガキ針ないしは、画鋲
を用いて行なって下さい。

アドバイス

5.①サイドスカート前後のフェンダーアー
　チ部の上面端末を車両ロッカーパネルの
　端末と平行に合わせて、エンドモール、
　　 、　部に隙間が無い事を確認し、取付
　穴の中心で、車両ロッカーパネルに下穴
　を開け④タッピングスクリューで、仮締
　めする。

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

Ｈ Ｉ　　車両とモールの間に隙間
　　が無い事を確認する

車両ロッカーパネル上面端末

①サイドスカート
　上面端末

平行になる様
に取り付ける

④タッピングスクリュー
　（M5×12）

UP

LH

①サイドスカート

Ｈ

<ＦＲ>

④タッピング
　スクリュー
　（M5×12）

④タッピング
　スクリュー
　（M5×12）

①サイドスカート

Ｈ

Ｉ

車両ロッカーパネル上面端末

④タッピングスクリュー
　（M5×12）

車両とモールの間に隙間
が無い事を確認する

UP

LH

①サイドスカート

平行になる様
に取り付ける

Ｉ

<ＲＲ>

①サイドスカート
　上面端末
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サイドスカート素地品の塗装手順

塗装作業

1.塗装面の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで取り除き、
　必ず脱脂を行なう。
2.製品に貼り付けてある両面テープをマスキングする。
3.プライマー塗装を行なう。

4.上塗り塗装を行なう。
　◎注記：上塗り用の塗料はウレタン系をご使用下さい。
5.乾燥
　◎注記：乾燥温度は、成形樹脂の物性上、必ず６０℃以下で
　　乾燥させて下さい。

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

【塗り分け基準】

　 <２０９>
※     or　　　
　 艶消しブラック

車体色

車体色

UP

LH

※塗装塗り分け範囲

車体色＜２０９＞：艶消し黒で塗装
車体色＜２０９＞以外：<２０９>で塗装

アドバイス

本製品の素材は＜ＰＰ＞を使用している為、

必ずＰＰ用プライマーを塗布して下さい。

⑪

① サイドスカート（R/L）

②

No. 品　　　名 個数

１

①

構成部品

②
タッピングスクリュー(M4×12) １０③

１リテーナ（R/L）

④ タッピングスクリュー(M5×12)

⑤

１０

位置出しシール（R/L）

リテーナー位置確認ゲージ

４⑥

６Ｕナット(M5)

⑦

１⑧

取付要領書

１

１

⑨

⑩

１

バンポンワッシャー(t3.2)

PACプライマーＫ５００

①サイドスカート

エンドモール（Ｓ） ﾌﾞﾗｯｸ:2⑪

3M
PAC Primer
K-500
接着促進剤

取付要領書

③ ⑦ ⑧⑤ ⑥ ⑨ ⑩④
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PACプライマーK500塗布範囲

プライマー
　塗布範囲

①サイドスカート

・⑨PACプライマーK500は①サイドスカート取り付け時に再使用します。
　揮発性が高いので、速やかに袋に戻し揮発を抑えて下さい。
・⑨PACﾌﾟﾗｲﾏｰK500は特に白色塗装面を黄変させますので、マスキングするか、
　はみ出したプライマーは、シリコンオフ等で拭き取って下さい。

・⑨PACﾌﾟﾗｲﾏｰK500塗布後は、常温で10分間以上放置し乾燥させて下さい。

アドバイス

エンドモールの貼り付け作業

1.塗装終了後、⑪エンドモールを貼り付ける部分を脱脂し、⑨PACプライマーK500を塗布する。

2.図の要領で⑪エンドモールを貼り付ける。

・必ず両面テープが付いている
　側を手前にしてカットする。

・離型紙を剥がしながらカット
　する。

・大きさ・範囲を確認し、右図
　リップ部をカットしない様に
　注意する。

３～５mm

３mm

リップ部

※Ｖカットの入れ方

奥まで押し込む 隙間が空いている 傾いている

・エンドモールを引っ張りながら貼ると、極端に剥がれ
　やすくなります。　
　絶対に引っ張りながら貼らないで下さい。
・エンドモールは必ず奥まで差し込んで下さい。
・貼り付け後、充分に圧着して下さい。

アドバイス

※Ｖカット範囲 約20mm

※Ｖカット範囲は特に
  再圧着して下さい。

⑪エンドモール

※Ｖカット範囲 約20mm

※Ｖカット範囲は特に
  再圧着して下さい。

⑪エンドモール

UP

FR

LH

UP

FR

LH

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

⑪エンドモール

⑪エンドモール

段差まで

段差まで



補修キット両面テープ貼り付け

1.補修キットを使用してサイドスカートの再取付を行なう際は、下図を参考に両面テープを選択し
　貼り付けて下さい。

幅：20mm
厚さ：2mm

幅：20mm
厚さ：2mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

①サイドスカート

②リテーナ

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm幅：10mm

厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

幅：10mm
厚さ：1.6mm

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

12　No.210901（5）
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